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１．はじめに 

本研究では医療用の超音波診断装置で観測した２次

元の腹部断層動画像(B-mode 画像）を解析することで

小腸の活性を定量的に評価することを目的としている。

一般的に小腸はその形状をはっきりと B-mode 画像と

して捉えることが困難である。けれども、小腸内を移

動する消化物は観測可能であるから、これを観察しそ

の移動度から小腸蠕動運動の活性を調べることを提案

する。 

２．超音動画像 

超音波動画像とは、超音波を調べたい臓器にあてて、

その反響から映像化したものであり、本研究で使用す

る B-mode 画像について説明すると B-mode 画像は、

物質までの距離を横軸、反射したエコーの振幅を縦軸

にとり、その際の振幅を輝度に変換したものである。 

３．提案手法について 

3.1 B-Mode 動画像の前処理  動画像は連続したフ

レームであるからその中の１枚を注目フレームとした

とき、前後２枚の差分画像を作り、２値化処理を行な

った物を別のフレーム(frameA)に保存、この処理が終

了するとき frameA に対し、一定値引く処理を行う。

この処理を注目フレームとその次フレームに対し同時

に行い、次フレームの処理は frameB に対し行う。 

3.2消化物の発見処理  3.1で得られた frameA上の

ブロフに対し面積、円形度から消化物を発見し、発見

した消化物にそれぞれ異なる番号を割り振る。 

3.３消化物の追跡処理  frameA,frameBに対しマス

ク処理を行い、frameA の消化物のブロフが frameB の

ブロフと重なったのなら番号の継承を行う。これによ

って同一のブロフの追跡が可能となる。 

3.4 消化物の評価方法 

 消化物の面積、速度、平均情報量から活性度を判断

する。 

 

4 実験方法 

 被験者 3 名それぞれ 3 個の超音波動画像を取得した。

その際、被験者はベッドの上で安静を保ち、機器の設

定は撮影者が任意に行った。 

5.実験結果 

 

図 1 提案手法による消化物追跡 

表 1 提案手法による消化物追跡 

 

 図 1、表 1 から精度の高い消化物追跡ができたと考

えられる。 

６.まとめ 

 消化物追跡のより一層の高精度化を図るために提

案手法に追加する手法の考案、及び提案手法では用

いなかった基準での消化物の評価が今後解決すべき

課題として挙げられる 
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